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■障がい者支援IT機器体験・展示会実施報告（平成25年度共同募金助成）及び

障がい者支援の IT活用シンポジウム実施報告（平成 25年度公益信託源河朝明

記念那覇市社会福祉基金助成） 

                                                                 

１．活動名称 障がい者ＩＴ活用シンポジウム 

２．活動実施期間 平成 26 年 2 月 28 日(金)・３月１日（土） 

３．活動実施場所 沖縄県総合福祉センターゆいホール 

４．共催・後援団

体等 

共催：認定ＮＰＯ法人難病支援アセンターアンビシャス） 

後援：沖縄県、那覇市、県社会福祉協議会、県共同募金会 

５．活動の内容 四肢障がい等重度障がい者が使用・活用できる IT・通信機器等で先端的ユニ

バーサル対応型の機器を展示し、県内障がい者等の皆さんに見て触れて体験し

ていただく機会として、「障がい者 IT 支援機器等体験・展示会」の開催。 

また、沖縄県における障がい者 IT 活用を高めるための方向性や可能性、あ

り方を関係者、障がい当事者でディスカッションするこを目的にシンポジウム

を開催。 

（１）活動人数 体験展示会：220 名  シンポジウム：112 名 

（２）活動内容・成

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）実行委員会の開催 

 開催に向け、企画内容等に対する意見提言や連携ネットワーク化を目指し、

障がい当事者、ＩＴ事業者、福祉サービス事業者等の関係者 10 名で構成され

た実行員会を 2 回開催した。 

第１回：日時／平成 25 年 11 月 16 日（水）14：00～16：00 

    場所／県総合福祉センター会議室 

    参加／９名 

議題／①企画内容の検討 

②各機関、事業者の取り組み状況 

第 2 回：日時／平成 26 年１月 20 日（水）14：00～16：00 

    場所／県総合福祉センター会議室 

    参加／９名 

議題／①プログラム及び進行の確認 

② シンポジウム後のネットワークの方向 

 

２）体験・展示会の開催 

四肢障がい等重度障がい者が使用・活用できる IT・通信機器等で先端的ユニ

バーサル対応型の機器を展示し、県内障がい者等の皆さんに見て触れて体験し

ていただく機会として、「障がい者 IT 支援機器等体験・展示会」の開催 

〇出展：11 事業者・機関団体 
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３）シンポジウムの開催 

 離島県の沖縄では、障がい者ＩＣＴ支援機器を見て、触れて、試してみると

いうことが難しく、障がい当事者の皆さんが整備を図ることが厳しい 

状況があることから、シンポジウムと併せて、先端の障がい者ＩＴ支援機器の

体験・展示会も開催（2/28（金）・3/1（土））することができた。 

○目的 

沖縄県における障がい者 IT 活用を高めるための方向性や可能性、あり方を関

係者、障がい当事者でディスカッションするこを目的とした。 

○プログラム 

 14：00 シンポジウム開始 

   ・コーディネーターによる趣旨説明とシンポジスト自己紹介 

   ・各シンポジストによる報告（各 15 分×4 名＝60 分） 

   ・岡山県在住のＡＬＳ患者＠岡本興一さんのスカイ参加 

 ・フロアとの質疑応答（25 分）コーディネーター 

   照 喜 名  通 氏（難病支援センターアンビシャス副理事長） 

シンポジスト 

   井 村   保 氏（中部学院大学 理学療法学科 准教授） 

松 尾 光 晴 氏（パナソニック （株）企画開発担当） 

宮 城 幸 春 氏（一般社団法人さびら会代表：頸髄損傷当事者） 

   幸 地 英 之 氏（沖縄県立さくら野特別支援学校 教頭） 

４）成果 

 重度の障がいや難病当事者の方々が多く参加。特別支援学校関係者、一般の

ＩＴ事業者、行政、福祉関係者と幅広い参加となった。 

 離島県沖縄にとって、実際に見て、触れて、試す機会が難しい中、会場を訪

れた、障がい当事者の方々が、「可能性が広がった」「夢に近づけるかもしれ

ない」といった、感動の声が挙がった。また、IT 事業者方々も多く訪れ、事業

者としての取り組みの必要性や在宅就労等の可能性を感じていただいた。 

また、シンポジストについては、 

 ア．下マヒの最障がい当事者で、ＩＴ活用による社会事業実践されている方

の取り組み報告。 

 イ．特別支援学校におけるＩＴ活用のモデル実践報告。 

 ウ．ＩＴ企業（パナソニック）でのハンディキャップ支援の開発の意義。 

 エ．日本における障がい者ＩＣＴ活用支援の施策動向に関する報告。 

  といった障がい者ＩＴを取り巻く各分野の先駆者の方々の取り組み状況

や意見提言を受け、離島県沖縄における今後の方向性と関係者のネットワ

ークの必要性をディッスカッションした。また、岡山県在住のＡＬＳ患者

の岡本さんのスカイプ参加でのＩＴを駆使し、会場の方々へ機器利用に音

声コミュニケーションを図り、リアルな機器活用や生活状況を見聞するこ

とができた。 
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（３）広報 １）広報 

 ア．参加呼びかけの内訳 

・ＩＴ事業者－３２８ 

・障がい者福祉事業者－２９８  

・社協及び障がい者団体－150 

・他関係機関団体－１４３ 

 イ．メディア活用 

  ・フェイスブック活用による呼びかけ 

・ｆｍタイフーン（ラジオ）出演による呼びかけ－2/21 

  ・新聞インフォメーションコーナーへの投稿－４紙 

 ウ．ポスター・チラシによる広報 

  ・ポスター200 枚を社会福祉センター、各市町村ＩＴインキュベーション施

設等に掲示 

  ・上記の呼びかけ事業者及び機関団体にチラシ配布（チラシ作成 2 千枚） 

２）出展事業者の呼びかけ 

 ア．県外のメーカーや開発事業者等に出展調整を図った－岐阜県のバーチャル

工房、パシィフィックサプライ株式会社等 

 イ・出展申込み書による出展案内 

 

（４）活動実施効

果 

 

 

１） 県内、県外の障がい者ＩＴ活用実践の状況と動向を啓発広報できた。 

２） 実行委員会、準備を通して、ＩＴ事業者や関係者との連携が深まった。 

３） 在宅就労を目指している重度の障がい者の方々に情報提供できた。 

４） ＩＴ体験展示会との併催によって、見て、触れて、試す機会となり、リア

ルで具体的活用の示唆を提供できた。 

（５）反 省 点 

 

１） 県外の先端技術をもって事業者の参加をもっと図りたかった。 

２） 参加予定が１５０名に対し、実績１１２名で会場満席にできなかった。 

３） 県内の学識関係者（大学等）との連携を目指したができなかった。 

（６）今後の課題 

 

 

 

１） 継続的な連携ネットワークの場づくり 

２） 見て、触れて、試してみることができる貸し出し用機器等の整備 

３） 公的機関となる「障がい者ＩＴサポートセンター」の設置促進 

４） 在宅就労のシステムづくり 
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■フェイスブック開設による広報 
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■メディア活用による広報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■IT に関する県外視察に行き、出展依頼調整しました。 
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■ポスター(A2 版)200 枚 チラシ 2000 枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出展申込                   ■当日資料A4 カラー250 冊子 
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■新聞切り抜き 
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■シンポジウム 
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■体験・展示会 

 

 

 

 


